




ラフカディオ ・ハーン (Lafcadio Hearn、 小泉八雲 1850-1904) について、 多くの辞典や文献
はその出身国をギリシアと記している。『広辞苑 第六版』 (2008) はハー ンを「ギリシア生まれの
イギリス人」とし、『デジタル版集英社世界文学大事典』 (1996, 2014) では「ギリシアのレフカ
ス島生まれ」と明記している。『ラフカディオ ・ハー ン ・ コンパニオン』 (2002) の冒頭も、 ハーン
はギリシアで生まれ、 アイルランド ・ フランス ・ 英国で教育を受けたと記している。
しかし、 歴史的事実だけを述べるならば、ハーンが生まれたのは「ギリシア」という名称の国で
はない。 1850 年 6 月 27 日にハーンが生まれた場所は、 当時サンタ ・マウラともレフカスとも呼ば
れ、 現在では一般にレフカダと呼ばれているイオニア海の島である。 この島が属していた「国」は
「イオニア諸島合衆国 (The United States of the Ionian Islands) 」という英語の正式名称を持つ
「独立国」であった。 この国の成立は 1815 年の第二次パリ条約によってイオニア諸島の統治がフ
ランスから大英帝国に移ったことによる。 その結果、 イオニア諸島は英国の被保護国となり、 事実
上の植民地となるのである。
こうした史実を踏まえれば、 ラフカディオ ・ハーンの出身が「ギリシア」と無条件に記されてい





では英国支配下にあったケルキラ／コルフ、 パ クシ、 レフカダ／サンタ ・ マウラ、 イタケー ／イタ
カ、 ケファリニア／セファ ロニア、 ザキントス／ザンテ、 そしてキティラ／チェリゴの七島をイオ
ニア諸島と前提するが、これらの島もビザンティン帝国などの支配を経て、15 世紀からは四百年以
上にわたってヴェネツィアの領上となり、 本土のギリシア地域とは異なる政治 ・ 文化の影響下に置
かれていく。18 世紀末にフランスとオスマン帝国および ロシアが名目上の統治国となる時期があり、
その後に大英帝国の被保護国となる。 そのような支配 ・ 被支配の状況のなかで後にラフカディオ ・
ハー ンの父親となる男性が島に配属され、 後に母親となる女性と出会うのである。 しかもその男性
は 1801 年に英国に合併されたアイルランドの出身である。 よってハー ンの洗礼名であるパトリッ
ク ・ ラフカディオは、 その名が示唆するとおり、 大英帝国とその支配下にある二つの国という歴史
的経緯がなければ誕生しえなかった、 いわば「帝国の息子」とも呼べる背景を持っている。
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よって、 ハーンの出身が 「 ギリシア」であるという記述は、 大英帝国の支配という歴史を見えに
くくし、 パトリック ・ ラフカディオの出生が持つ コ ロニアルな文脈を消去してしまう危険をはらん
でいる。 大英帝国とその支配下にあるイオニアの島という政治状況の下、 言語や宗教、習慣などが





ハーンの母となるローザ ・ アントニア ・ カシマチ (1823-1882)と父となるチャ ールズ ・ ブッシ
ュ ・ハーン (1819-1866)が出会うのは 1848 年、 ローザの故郷であるキティラ／チェリゴ島での
ことである （以下当時の英国の呼び名にしたがってチェリゴとする。 他の島についても同様）。 チ
ャ ールズは英国の属国であったアイルランドに生まれ、代々にわたって高い社会的地位を維持して
きたアングロ ・ アイリッシュの家系に育ち、1842年にアイルランドの王立外科医学院を出て、1844
年より軍医補として長期の海外勤務を開始する。 1846 年からイオニア諸島に配属され、 ザンテ、




O ·W ・ フロストの伝記 (1958)によれば、 ローザの両親や兄のディミトリオスはこの二人の交
際に反対した。 しかしロー ザの妊娠が発覚するに至って兄のディミトリオスは激高し、 「 英国人軍
医を待ち伏せし、 刃で何度も刺して妹の受けた不名誉への報復をした」（翻訳8)とされている。 そ
れを聞いたローザは 「たぶん家を飛び出し、 傷ついた愛する人を見つけ、 引きずって洞窟に入れ、
健康を取り戻すまで介護した」（同）と伝えられている。
報復のためにチャ ールズがローザの兄に襲撃されたというこの挿話は、 フロストのみではなく他
の伝記作家らも一様に取り入れている。 フロストはこの箇所に注釈を付けて、 「 スピロス ・ スタイ
スによれば、 この出来事は作り話[fictitious] だと言う」（同）としながらも、 この出来事に言及
する次の三つの出典を挙げている。 1)ハ ーンが弟のジェイムズに宛てて書いた1890年1月6日
付の手紙、 2)1906 年出版のエリザベス ・ ビスランドの伝記中の記述、 3)米国の文芸誌『ブッ
クマン』(The Bookman) (1904年12月号[sic])191頁に掲載されたハーン追悼記事、 である。
この事件の記述がどのような問題を牢んでいるかについては後述するが、 大英帝国統治下のイオニ
アの島でこの襲撃事件は実際にあったのであろうか、 それとも 「作り話」なのだろうか。 三つの出
典の記述を確認し、 比較してみたい。




ハーンの米国時代の同僚でもあったエリザベス ・ ビスランドの伝記中の記述では、 いくつかのこ
とがあらたに加わっている。 フロストやハーンとの主たる違いは、 チャールズを襲撃した兄弟の数
が一人ではなく複数いたとしていること、 刺されたチャールズを隠したのが洞窟ではなく納屋とな





ど、 さらにいくつかの細部が加えられている。 また、 ハー ンの出生場所やその経緯について明らか
に誤っだ情報もある。
この「冒険物語風の話」はフロスト以降の伝記作家においてもそれぞれに微妙な展開を見せなが

















うか。 英国支配下のイオニア諸島の社会については、 トーマス •W ・ ギャラントの『統治を体験す
る一英国支配の地中海における文化、 アイデンテイティ、 権力』(2002)に今回の問題と密接に関
わる報告がある。 ギャラントは、 当時のイオニア社会における殺傷事件を数多く分析し、 代表的な
事例を紹介しながら、 イオニアの男たちの争い方には
一定のルールがあったことも明らかにしてい











が、 それらと照らし合わせた場合、 チャールズ襲撃事件は、 もし実際にあったとするならば決闘型
ではなく報復型として行われたと断定できる。 ロー ザの兄ディミトリオス（ら）がチャールズを待
ち伏せして襲ったという伝記記述を信頼するならば、 そのような不意打ちが許容されるのは報復型
でなければならない。 しかし、 手段や結果に関してはいくつかの点で疑間が残る。 傷が目的である
決闘型とは異なり、 報復型はあくまで殺害が目的であって、 事例に照らしても報復型の加害者には
躊躇や容赦がない。 チャールズが本当に複数回刺されたとすれば死を免れることは不可能であった
と考えるほうが自然である。 また、 当時の共同体においては、 報復行為自体は正義とみなされたも
のの、 加害者は、 もし捕らえられた場合には法の裁きを免れない。 英国将校が襲撃され瀕死の重症
を負ったとなれば当局の犯人捜索や逮捕 ・ 裁判か、 あるいは犯人の逃亡がその後に起こったはずで
あるが、 その点は何も語られてはいない。 また、 襲撃の動機についても疑問を抱かざるをえない部
分がある。 ギャラントによれば当時のイオニア社会では男女それぞれの活動領域で体面と倫理規範
が極めて重視されていた。 そして行動の倫理規範の境界を決定していたのはゴシップであった。 そ
のような社会において、 ロー ザまたはカシマチ家の名誉が損なわれるのは、 チャールズが規範を外
れる形で ロー ザとの関係を一方的に絶った場合か、 または ロー ザの行動に対して共同体の人間から
なんらかの中傷が行われた場合であると考えられる。 しかし、 前者の場合では、 チャールズ襲撃の
知らせを聞いて ロー ザが驚いて助けに駆けつけると記述されていることから、「報復」が必ずしも
家族内で合意されていなかった可能性が指摘できる。 加えて、 当時の事例と比較する限りでは ロー
ザの妊娠が発覚したことだけが報復／襲撃の理由になったとは考えにくい。 後者の場合では、 同様












ジを 「イオニア諸島のギリシア人」に与えていたという。 一つは古代ギリシアの末裔という 「 高貴









で逃げてきた41名(40名という資料もあり） からなるトルコ人の一 団を、 島民の男たちが虐殺し





告し、 事件に関わった5名を処刑した。 そしてチェリゴ全島で武器を没収し、 従わない場合は厳罰
に処した。 この事件は英国本国に継続的な衝撃を与えたと推測される。 事件から40年を経て出版
されたホワイト ・ジャー ヴィス著『今世紀のイオニア諸島』(The Ionian Islands during the Present 




いう 「 冒険物語風の話」がアイルランドの実家や英米のメディア、そして伝記作家らによって形成 ・
維持されていったと考えることには、 一定の可能性があるように思われる。 さらに、 ロー ザが幼い
パトリック ・ラフカディオを連れてアイルランドに到着したときに、 大英帝国側はどのような既存
の文脈とともに彼女らを迎え入れたのか、 ということも間題になりうる。 大英帝国とイオニア諸島
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